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家庭血圧の測定法の検討と評価
―特に家庭血圧散布図による降圧治療の評価―
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要 旨

脳・心・腎など主要臓器障害や合併症を予防するためには 長期間の厳格な降圧療法が重要であり その評価

には正しい家庭血圧の測定が必要である。本研究では 家庭血圧の測定法を検討し 家庭血圧散布図を考案し

降圧薬治療を評価した。 )家庭血圧は 回目の測定値が高く 回目の測定値はほぼ同じで 安定してい

た。 )家庭血圧値には大きな日差変動があるので 血圧値の評価には毎日の血圧値ではなく 一定期間の測定

値の平均値を用いることが必要で 週間単位の平均値(朝・昼・夜)は安定せず 週間以上の平均値が安定して

いた。 )長期間測定した朝と夜(または朝・昼・夜)の家庭血圧の分散を示した散布図は 早朝高血圧や仮面高

血圧の程度と長期の降圧効果を評価でき 降圧薬の選択に役立つ。 )高齢者では昼の収縮期血圧が

以下(特に 以下)に下降すると 立ちくらみやめまいなどの や を阻害する過度降圧の症状

が現れやすい。 )糖尿病や腎障害を伴う高血圧の降圧目標 / 未満に降圧することは 大きな日差

変動があることから容易ではない。 )家庭血圧散布図を用いた指導は 降圧薬治療中の状況を患者が理解しや

すく 患者の治療意欲の向上に役立った。
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緒 言

高血圧患者は日本には 万人いるといわれ 専門分

野に関係なくすべての実地医家が診療に当たっていると考

えられる。日本高血圧学会は高血圧の標準的な治療指針と

して 年に高血圧治療ガイドライン を作成し

年にその後の大規模臨床試験などの成績を取り入れ改正し

た 。旧ガイドラインではあまり注目されていなかった早

朝高血圧や仮面高血圧などの予後が悪いことから 新ガイ

ドラインでは高血圧患者の治療は 時間にわたる厳格な

降圧を重視している。

軽症や中等症高血圧の多くの症例では 夜間睡眠中の血

圧が日中の血圧に比べ ～ 低下する 型の日内

変動がある。一方 脳・心・腎など主要臓器障害のある高

血圧患者や高齢者では 夜間睡眠中の降圧が 以下と

少ない - 型の日内変動を示し なかでも早朝

高血圧や早朝の急激な血圧上昇のある患者では予後が悪

い 。このように血圧の日内変動は個々の患者の病態によ

り異なる。降圧薬治療が 時間にわたって持続している

ことを知るためには 時間にわたる血圧測定( )

が必要になる 。しかし 新ガイドラインで重視されてい

る血圧日内変動を十分に考慮した厳格な降圧治療を行うた

めに 長期間にわたり 毎日 測定を行いながら治

療することは不可能に近い またさらに ガイドラインで

も家庭血圧の日常臨床への応用を重視している 。

われわれは家庭血圧を朝服薬前と夜就床前に長期にわた

り測定・記録し 家庭血圧の分散を知ることができる散布

図を作成した 。この家庭血圧散布図を用いることで降圧

薬の早朝 昼 夜における降圧作用を長期間評価すること

が可能になった。この家庭血圧散布図を用い )現在広

く用いられている長時間作用型の降圧薬が 早朝高血圧の

出現などを阻止しているか )高血圧治療ガイドライン

で示されている降圧目標を達成することが容易にできるか

)日常生活活動( や )を阻害する過度降圧の出

現 について評価した。なお 本研究では家庭血圧測定時

に必要な測定回数も検討した。

対象と方法

)家庭血圧の測定法と測定値を評価するため 健康な

歳女性の正常血圧者(非喫煙者で飲酒はほとんどしな

い)で朝起床 時間以内に排尿を済ませ 朝食前に ～ 分

間座位で安静を保ったのち 上腕カフ型自動血圧計で連続

回血圧を測定した。各測定間隔は測定終了後に 分間の

間隔をおいて測定した。同様に昼食 時間後と夜就床前

(入浴 ～ 分後)に同じ方法で家庭血圧を測定した。

カ月間にわたり家庭血圧を連続測定し 測定回数による血

圧差 同一人での血圧の日差変動 家庭血圧の評価に必要

な測定期間を検討した。

)降圧薬治療中の高血圧患者のなかで 外来随時血圧

がほぼ良好にコントロールされている患者で家庭血圧を連

続測定し 早朝高血圧の有無など降圧薬の効果を評価し

た。なお 治療中の高血圧患者の家庭血圧測定は ～ 分

間の座位安静後に ～ 分間隔で測定されている。(測定回

数は同一患者では同じにした。)

)解析方法は グラフウィ

ザードを用い 患者個々の治療期間の朝と夜(あるいは

朝・昼・夜)の家庭血圧値を横軸に 血圧値の頻度を縦軸に

グラフ化して血圧分布を示す血圧散布図を作成し 長期間

の降圧薬の効果 血圧の日差変動(散布図の変動幅) 早朝

高血圧などに及ぼす降圧薬の効果を検討した。(散布図の

近似曲線を判定しやすくするため 測定日数により 血圧

値のレンジを ～ 幅で血圧値の頻度をカウント

し 拡張期・収縮期血圧値の最小・最大血圧値レンジには

頻度 とした。)

なお 家庭血圧測定値の平均は平均値±標準偏差( )

で示した。

成 績

家庭血圧の測定法と測定値の評価

血圧測定回数と測定期間の検討

安定した家庭血圧を得るため必要な測定回数を検討し

た。 歳の健康な正常血圧の女性で朝・昼・夜に ～ 分間

の座位安静後に家庭血圧を連続 回測定した。 に
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測定開始から 週間( ) 週間( ) 週間( )

カ月間( ) カ月間( )の家庭血圧の平均値を測定回

数毎に示した。収縮期血圧( )も拡張期血圧( )も

回目の測定値が最も高く 特に身体活動の高い昼の家庭血

圧で高かった。一方 朝と夜の家庭血圧は 回目の測定値

と 回目の測定値の差異が小さかった。また測定期間が長

くなるほど家庭血圧の平均値は低くなり 回目に測定し

た 週間の平均値は も も カ月間の平均値 な

らびに カ月間の平均値と差が 以内であった

(朝： 週間の平均値 / カ月間 /

カ月間 / 夜： 週間の平均

値 / カ月間 / カ月間

/ )。一方 各週毎の家庭血圧の 平均

値± は に示すように変動が大きく 週間の

平均値では家庭血圧を評価する期間としては短かった。本

例では 回目に測定した 週間以上の血圧の平均値が安

定しており その後 カ月間 カ月間の平均値と等し

かった。

家庭血圧の日差変動

家庭血圧の日差変動を検討するため に示し

た正常血圧者で約 カ月間連続測定した と の

朝・昼・夜の血圧値を用い 測定回数毎に家庭血圧散布図

を作成し に示した。この家庭血圧散布図より明ら

かなように 同一正常者でも約 カ月にわたり測定した家

庭 血 圧 は で ～ に で ～

に分布し で約 で約

の大きな日差変動があった。

家庭血圧散布図による降圧薬治療の評価

家庭血圧散布図で早朝高血圧の少ない症例

症例 ： 歳 男性(血圧は 回測定し 回目を記録)

～ 年前より高血圧を指摘され 他院で降圧薬を投与

されていた。しかし 外来随時血圧が ～ / ～

と血圧コントロールが不十分で来院した。肥満

( )があり 第三世代 拮抗薬 /

日を前医から投薬されていた。 週間 朝と夜の家庭血圧

測定を行ったところ 朝と夜の が ～ で

あったので を追加投与した。外来随時

血圧も ～ / ～ に下降した。 は

と を併用投与した ～

日間の家庭血圧の推移と朝と夜の家庭血圧散布図を示した

ものである。 の朝の平均は ± 夜の平

均は ± で 散布図は朝と夜が重なり朝と

夜の血圧はコントロールされていた。 は ～

に分布し 日差変動は であった。

家庭血圧の測定法の検討と評価

Mean±SD(mmHg)

1W 2W 3W 2M 4M
 

SBP(M)① 126.6±7.8 122.8±9.5 120.5±9.6 119.9±8.3 119.2±8.8

SBP(M)② 124.7±9.5 121.2±8.0 117.3±9.4 116.6±8.9 116.0±8.8

SBP(M)③ 122.7±7.5 120.4±5.9 117.2±8.0 116.0±7.8 115.7±8.1

SBP(D)① 130.3±15.9 129.8±11.6 127.9±12.0 123.1±12.7 120.4±11.5

SBP(D)② 123.5±14.7 122.2±9.7 120.8±10.5 115.0±10.0 114.5±9.4

SBP(D)③ 119.3±13.1 118.4±11.2 117.4±11.8 114.4±9.7 114.4±9.3

SBP(E)① 129.7±10.0 126.1±10.2 120.9±11.2 121.0±8.7 119.9±9.0

SBP(E)② 124.0±6.3 119.9±7.3 116.4±7.7 117.1±7.7 116.8±8.4

SBP(E)③ 123.3±8.0 119.0±8.4 115.5±9.1 115.3±7.6 115.4±8.6

DBP(M)① 79.1±5.0 77.7±4.7 76.9±5.3 75.0±4.9 74.4±5.1

DBP(M)② 78.4±6.2 77.1±5.3 75.0±5.6 74.2±5.6 73.7±5.6

DBP(M)③ 77.6±5.6 77.2±4.1 76.5±5.1 74.5±5.0 74.1±5.1

DBP(D)① 79.0±5.7 78.5±4.5 78.5±5.0 75.8±7.0 74.3±6.6

DBP(D)② 76.8±8.1 76.8±5.8 77.0±5.8 72.6±6.1 72.1±5.5

DBP(D)③ 75.8±8.1 76.0±7.3 75.6±7.1 71.9±6.6 71.5±6.3

DBP(E)① 79.1±5.0 76.5±4.3 74.9±5.3 73.3±5.6 72.6±5.4

DBP(E)② 77.3±3.5 75.0±3.9 72.7±4.8 71.7±4.9 71.6±5.2

DBP(E)③ 77.6±2.9 76.3±4.8 74.3±5.3 71.4±5.8 71.1±5.7

M：morning,D：mid-day,E：evening



では朝の血圧値の平均は ± 夜は ±

で朝と夜の散布図は重なった。 は ～

に分布し 日差変動は であった。

症例 ： 歳 男性(血圧は 回測定し その平均値を

記録)

歳のときに高血圧( / )を指摘され 精査

で軽症糖尿病を合併していたが食事療法で血糖は良好にコ

ントロールされた。降圧薬として を投与

したが降圧効果が不十分で を併用投与

した。外来随時血圧はほとんど / 以下に下降

した。 はその後の朝と夜の家庭血圧を ～ 日

間にわたって測定した血圧散布図を示したものである。

の朝の平均は ± 夜は ±

で 朝と夜の血圧散布図は重なり 朝と夜の血圧

は良好にコントロールされていた。散布図では が

～ に分布し日差変動は であった。

は朝の平均値が ± 夜は ±

であり 朝と夜の散布図は重なり は ～

に分布していた。

本例ではその後 を

に変更し と併用投与を行った。特に最

近は生活習慣の改善に努め 血圧のコントロールは良好で

ある。 に最近の約 カ月の家庭血圧散布図を示し

た。 ～ 日間の の朝の平均値は ±

夜は ± で は ～ に分布

Mean±SD(mmHg)

0～1W 1～2W 2～3W 3～4W 4～5W 5～6W
 

SBP(M)① 126.6±7.8 119.0±10.0 116.3±9.2 116.1±8.0 119.3±6.4 124.7±8.5

SBP(M)② 124.7±9.5 117.7±4.6 112.7±10.5 112.7±9.0 121.4±6.8 118.0±11.2

SBP(M)③ 122.7±7.5 118.1±2.7 112.5±10.0 113.0±7.9 117.1±5.6 117.3±5.0

SBP(D)① 130.3±15.9 129.4±7.6 125.2±13.3 121.3±4.8 112.3±6.8 121.3±13.8

SBP(D)② 123.5±14.7 121.0±2.8 118.5±12.5 111.6±5.1 110.0±5.2 112.7±12.1

SBP(D)③ 119.3±13.1 117.6±10.3 117.0±14.2 115.0±8.9 107.2±5.0 112.7±7.9

SBP(E)① 129.7±10.0 122.6±9.9 113.7±8.8 123.8±11.0 115.3±3.8 119.8±8.4

SBP(E)② 124.0±6.3 115.9±6.0 109.3±2.7 117.2±6.4 116.8±8.4 118.5±7.2

SBP(E)③ 123.3±8.0 114.7±6.9 107.0±3.3 115.0±4.1 109.0±7.7 119.3±6.4

6～7W 7～8W 8～9W 9～10W 10～11W 11～12W
 

SBP(M)① 123.4±7.0 114.3±7.7 119.7±6.1 123.1±9.7 118.9±7.1 115.1±9.9

SBP(M)② 116.3±4.0 111.1±9.0 114.7±7.7 114.3±11.6 114.0±8.3 113.6±7.5

SBP(M)③ 114.9±9.1 112.7±8.4 113.1±8.7 117.6±6.8 112.3±6.4 112.1±6.3

SBP(D)① 116.6±12.7 119.0±8.6 128.9±17.6 119.3±11.8 123.7±10.8 114.2±9.1

SBP(D)② 111.3±5.4 109.5±5.1 120.6±13.3 114.4±9.8 116.1±6.7 114.2±8.4

SBP(D)③ 109.4±10.4 112.2±5.3 118.0±9.6 115.3±6.2 118.6±8.9 117.0±9.5

SBP(E)① 123.7±5.2 117.0±4.8 124.2±8.7 116.1±5.3 118.8±13.1 118.0±7.7

SBP(E)② 115.8±7.1 115.6±8.4 119.8±8.5 112.9±5.3 115.2±9.9 114.6±7.0

SBP(E)③ 115.0±7.8 117.1±5.5 116.8±5.3 113.9±5.4 112.6±11.8 115.1±7.3

12～13W 13～14W 14～15W 15～16W 16～17W 17～18W
 

SBP(M)① 121.6±1.3 122.6±8.1 111.9±11.3 112.8±12.1 118.6±8.3 121.6±9.0

SBP(M)② 119.1±11.1 120.4±4.5 111.0±8.8 111.0±7.2 115.9±4.9 118.7±11.8

SBP(M)③ 118.0±6.9 120.9±9.2 110.9±8.8 113.2±9.6 113.4±4.6 121.6±13.1

SBP(D)① 110.7±9.4 112.2±7.2 117.8±6.5 120.6±7.9 114.4±9.3 121.4±6.9

SBP(D)② 104.0±8.3 112.8±7.7 111.3±9.2 118.1±11.2 115.0±9.0 114.0±7.0

SBP(D)③ 107.5±3.7 114.8±9.3 112.2±9.2 113.0±7.3 115.8±11.0 115.1±12.5

SBP(E)① 119.7±11.8 121.0±7.4 116.2±11.2 115.0±6.7 117.5±8.9 124.8±11.1

SBP(E)② 113.4±7.7 116.7±8.4 119.2±9.7 113.7±9.4 117.8±6.8 124.0±15.8

SBP(E)③ 112.6±8.6 113.8±7.8 119.5±11.0 110.8±7.6 119.3±10.4 120.5±16.2

M：morning,D：mid-day,E：evening
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し日差変動は であった。 は朝の平均値が

± 夜が ± で ～

に分布していた。

症例 ： 歳 女性(血圧は 回測定し 回目の平

均値を記録)

年前から高血圧があり 降圧薬治療を受けていた。

M：morning,D：mid-day,E：evening

（n＝75～86 days)

M：morning,E：evening

家庭血圧の測定法の検討と評価



の投与を受けていたが 効果不十分で

続いて を追加投与し 外

来随時血圧は良好にコントロールされるようになった。

年位前から尿蛋白が ～ /日出現し 糖尿病はなく

尿沈渣に赤血球や白血球を認め 画像診断で腎盂腎杯像の

拡張がみられることから 尿路感染症を疑い治療をしてい

る。特に腎機能障害はない。 は ～ 日にわた

る家庭血圧散布図を示したものである。 の朝の平均

値は ± 昼は ± 夜は

± で 朝は ～ 昼は ～

夜は ～ に分布していた。昼の が

以下に下降すると立ちくらみやめまいなどの過

度降圧を示す症状が現れ を に減量し

たり を に減量したりして過度降圧に対

応した。本例では日差変動が朝 昼 夜

と大きく 以上の早朝高血圧が約

の測定日(約 日)でみられたが 降圧薬を増量すると過

度降圧が現れることが危惧され 早朝高血圧と過度降圧を

なくすような適切な薬剤の選択に苦労している。

一方 本例の は朝の平均値が ± 昼

が ± 夜が ± で 朝は ～

昼は ～ 夜は ～ に分布し

ていた。

家庭血圧散布図で早朝高血圧が著明な症例

症例 ： 歳 女性(血圧は 回測定し 回目の平

均値を記録)

歳頃より高血圧と診断され降圧薬治療を受けていた。

こ の ～ 年 は 第 二 世 代 拮 抗 薬( と

と を交互に使用)と

と を併用投与されていた。外来随時

血圧は ～ / ～ であった。本例は朝の家

庭血圧が高いことに気づき その後 朝・昼・夜の家庭血

圧を約 年間にわたり測定した。 ～ 日にわたる朝・

昼・夜の家庭血圧散布図を作成し に示した。早朝高

-
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血圧が著明で 特に冬期に早朝高血圧の程度が強くなり

夏期には早朝高血圧の程度は弱くなった。 日間

の昼の平均値 ± 夜の平均値 ±

に対し 朝の平均値は ± と著明に

高く ～ に分布し 日差変動も と

大きかった。治療期間の約 (約 日)にわたり

以上の早朝高血圧がみられた。昼の は

～ (日差変動 )に分布し

以下 特に 以下に下がると立ちくらみやめま

い 全身倦怠感など や を低下させる過度降圧

の所見がみられた。本例では昼と夜の家庭血圧はある程度

降圧目標を達成していたが(昼の血圧の約 夜の血圧

の約 ) 降圧薬の作用が深夜には消失し 長期間にわ

たる早朝高血圧が現れた。

の朝の平均値は ± 昼は ±

夜が ± で 朝の は ～

昼は ～ 夜は ～ に分布

し 日差変動も朝 昼 夜 と

大きかった。降圧薬の持続が深夜にはなくなり も

以上の早朝高血圧が約 (約 日)でみられ

た。本例では も も日差変動が大きく 同時に日

内変動も大きく 不適切な降圧薬治療であった。

本例では使用した降圧薬の作用は強かったが持続が短く

早朝高血圧が現れたことから 第二世代 拮抗薬を持続

性第三世代 拮抗薬の (朝と夜 )

に変更し さらにα- の を夜追加

投与し と は同じように

併用した。薬剤変更後に 日にわたって測定した の

散布図を に示した。朝の 平均値は ±

と変更前( ± )より著明に下降

した。昼の 平均値は ± 夜は ±

と変更前より軽度下降した。 は夜と朝は

～ に 昼は ～ に分布し 日差

変動は各々 と大きかった。 以上の

高血圧は朝と夜で約 昼で約 認められたが 早

朝高血圧の頻度は減少した。 の平均を正常血圧者に

近い血圧値に下げれば 過度降圧も頻発することが危惧さ

れ 理想的な降圧薬の選択は困難であった。なお 薬剤変

更後の は朝 昼 夜も ～ にコントロー

ルされていた。

症例 ： 歳 男性(血圧は 回測定し 回目を記録)

約 年前より高血圧があり 降圧薬の投与を受けてい

た。しかし降圧薬の服用が不規則で高血圧の治療は良好で

はなかった。 歳来院時の血圧は / と重症

高血圧で肥満( )と糖尿病があり 生活習慣の改

善を勧め 経口糖尿病薬を投与した。同時に

の 剤併用投与を

行った。しかし 降圧効果は不十分で 年半後に

(朝と夜 )に増量し

を追加投与した。しかし家庭血圧は ～

と高く 年半後に を に変

更した。しかし十分な降圧効果は得られなかった。本例で

は高度の肥満があったため 強力に食事療法による体重の

適正化を勧めた。その結果 ～ / ～ の家

庭血圧が体重減少とともに下降した( )。特に

（714～883 days)

M：morning,D：mid-day,E：evening

家庭血圧の測定法の検討と評価



あった体重が カ月後に カ月後に カ月後

に と減量し始めてから急激に血圧も下降し カ月

後 カ月後に と体重減少が進むとともに

家庭血圧も ～ / ～ と正常化した。

に体重が ～ に減量を開始した 日間の の

散布図を示した。 の朝の平均値は ±

夜は ± で ～ に分布し 日差

変動は であったが 以上の早朝高血

圧が約 (約 日)でみられた。一方 体重が ～

の 日間の散布図( )は の朝の平均値は

± 夜は ± で ～

に分布し 日差変動は で 以

上の早朝高血圧はわずかに に著減した。肥満の是正

は減塩とともに高血圧治療の原点である。

考 察

最近 脳卒中や心疾患の発症が早朝から午前中に多いこ

とが明らかにされ 早朝高血圧の治療・管理が重視されて

いる 。 年 高血圧治療ガイドラインでは 外来

受診時の血圧だけでなく 時間にわたる降圧の重要性

を示している。特に糖尿病や腎障害のある高血圧患者では

病態の進行を阻止するために / 未満の厳格

な降圧目標を指針としている。しかし 降圧効果の持続を

評価するために をすべての患者で連日行うことは

不可能であり 家庭血圧の測定が勧められている。

家庭血圧測定について ガイドラインでは 朝・夜それぞ

れ 回目の測定値の長期間の平均値を用いる」としてい

る 。しかし 適切な測定期間については明らかにされて

いない。本研究では 例の正常血圧者で 厳格な測定条件

のもと 日にわたり朝・昼・夜に連続 回家庭血圧を

-

M：morning,D：mid-day,E：evening

阿部圭志 他 名



測定し 安定した家庭血圧値が得られる測定回数と期間を

検討した。その成績( )では 回目測定値が高

く 回目と 回目測定値はほぼ同じで 家庭血圧の測定

回数としては 回目で十分安定していると考えられた。測

定期間についてみると 開始 週間の平均値より 週間

週間の平均値が低いが 週間の平均値は カ月間の平

均値や カ月間の平均値と同じであった。本例では安定し

た家庭血圧を得るには 週間以上の家庭血圧測定が必要で

あった。

本研究では 例の正常血圧者で 長期にわたり測定した

家庭血圧値を示したが その平均値は らが

例の正常血圧者で測定した家庭血圧値の朝の平均値 ±

/ ± 夜の平均値 ± / ± とよく

一致している 。

血圧には日内変動があるので 朝・昼・夜の同じ時間帯

で 正常血圧者の家庭血圧値を測定して日差変動を検討し

た。しかし に示したように 安定しているといわれ

る家庭血圧値でさえ 正常血圧者の が ～

に分布し約 の日差変動が 同様に が

～ に分布し 約 の日差変動がある

ことがわかった。一個人でみられる血圧の日差変動(個人

の血圧の分布)は 大規模臨床試験で心血管疾患発症予防

を目的に 降圧治療が行われたときの最終血圧値の分布に

よく似ている。 研究 は 例の高血圧患者を

群に分け 目標 を 未満 未満

未満へ下降させ 心血管疾患予防の至適血圧を

調べた研究である。しかし 群間の降圧値間に有意差は

なく 例の血圧値は ～ に分布し

ていた。

本研究で示したように リラックスした状態で測定する

ため安定した血圧値が得られるといわれている家庭血圧で

大きな日差変動のあることが明らかにされたことは 高血

圧患者の降圧薬治療を家庭血圧で評価する際に大いに役立

つ。現在 家庭血圧に基づいた数々の高血圧治療の大規模

臨床試験が行われている。その代表的研究である -

の中間報告では 降圧薬治療開始 カ月後で家

庭血圧の正常値である / 未満の降圧目標達成

率はわずかに であると報告されている 。家庭血圧

の正常値 / 未満が適正であれば 現在の家庭

血圧の測定法と評価法に問題があるか 主治医の降圧薬治
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療が適切でないのか いずれかと考えられる。家庭血圧に

よる評価を高血圧治療の とするためには

この問題を解明することが必要である。そのためには正常

者で家庭血圧を長期間にわたり厳格に測定し 正確な評価

ができる測定回数と測定期間を検討し 改めて適切な評価

法を確立し その後に各症例の治療状況を評価することが

重要であると考えられる。

本研究では長期間にわたり降圧薬治療を行った 例の高

血圧患者で われわれが考案した家庭血圧散布図で降圧薬

治療を評価した。治療期に早朝高血圧が少なかった症例

では の平均値が朝 夜 症

例 では薬剤変更前が朝 夜 薬

剤変更後が朝 夜 症例 では体

重減少後が朝 夜 であり

も各々 未満で 例中 例で治療後の血圧値が

家庭血圧の正常値未満を達成していた。一方 早朝高血圧

の頻度が にみられた症例 では治療期の の平均

値は朝 夜 症例 では降圧薬の

変更後に早朝高血圧の頻度は から に減少したが

変更後の は朝 夜 であった。

症例 と症例 の降圧薬治療期の血圧は家庭血圧の高血圧

下限に近い値であった。家庭血圧散布図は長期間の降圧薬

治療の評価に有用であった。

降圧薬治療を行っているにもかかわらず 早朝高血圧が

現れやすい患者は症例 のように重症高血圧 糖尿病

や高度の肥満を合併した高血圧症例で このような患者で

は血圧の日差変動も大きかった。家庭血圧散布図は 早朝

高血圧の程度と降圧持続期間と血圧日差変動の実態を明ら

かにしてくれるため 早朝高血圧を減少させる降圧薬選択

に役立つ。

現在 有用性が高く降圧作用の強い降圧薬が使用できる

ので 重症高血圧でも一時的に降圧目標値まで降下するこ

とは容易である。しかし に示すように 早朝高血圧

を消失させても や を低下させる過度降圧が

頻発するような降圧薬治療は不適切で 特に高齢者では注

意が必要である。 に示すような 過度降圧も早朝高

血圧もない降圧薬治療が最も適切である。しかし 重症高

血圧や腎障害 または糖尿病合併高血圧の患者では日差変

動が大きく 高血圧治療ガイドラインに示されている厳格

な降圧目標血圧まで下降させることは容易ではない。岡田

らが 型糖尿病性腎疾患患者を治療した成績でも

未満の降圧目標を達成した患者は外来血圧で

家庭血圧で で 家庭血圧も評価した厳格な血

圧管理の必要性を述べている 。特に降圧薬治療中の患者

で すべての測定値を降圧目標血圧まで降下させることは

大きな血圧の日差変動があることから不可能で 一定期間

測定した血圧の平均値を指標とすべきであると考えられ

る。降圧治療の評価は毎日測定できる家庭血圧の平均値

と 外来受診時の血圧値とから きめ細かく また総合的

に評価することが大切である。

なお 過度降圧に関しては 大規模臨床研究で明確な血

圧値を示すものはないが や を低下させる自

覚症状の出現から 過度降圧に配慮することは日常の高血

圧診療で大切である。高血圧治療ガイドラインでは 大規

模臨床試験の対象となった多数の高血圧患者の平均値が取

り上げられている。しかし本研究で示したように 同一患

者でも血圧には日内変動と同時に大きな日差変動があるの

で 十分にこのような所見を知ったうえで日常診療に当

たって高血圧治療ガイドラインを生かしていくことが大切

である。高血圧治療ガイドラインでは 家庭血圧での正常

-
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値は / 未満 高血圧は / 以上

とされているが 本研究では早朝高血圧を /

以上として解析した。

減塩や肥満の是正を行いながら降圧薬治療を行うことが

高血圧治療の原則であるが 体重を減量できなかった症例

では降圧薬の効果が現れなかったのは当然で 生活習慣

改善の重要性を改めて認識させられた。

ま と め

家庭血圧の測定法と測定値の評価法を正常者で検討

した。

) 回目の測定値は高く 回目の測定値が安定して

いた。 週間単位の血圧値の平均値と は変動が大きく

不安定で 回目に測定した 週間以上の血圧値の平均値

と は安定していた。

)長期に測定した朝・昼・夜の家庭血圧値は が

～ は ～ に分布し

の日差変動があった。

家庭血圧散布図により降圧薬治療を評価した。

)降圧薬治療中の家庭血圧(朝・昼・夜)を長期間測定

し 血圧散布図を作成することで 長期間の降圧効果の持

続や早朝高血圧や仮面高血圧の有無や血圧の日差変動を評

価することができ や を低下させる過度降圧

も評価することができた。

)糖尿病や腎障害を伴う高血圧の降圧目標 /

未満に降圧することは 大きな日差変動(症例に

よって で ～ で ～ )が

あることから容易ではない。降圧薬治療の評価は 毎回の

血圧測定値ではなく 一定期間の血圧値の平均値で行うこ

とが適切である。

)家庭血圧散布図を用いた指導は 降圧薬治療中の状

況を患者が理解しやすく 患者の治療意欲の向上に役立っ

た。
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